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それはそれで間違いない事実である O だが、 f日本文化の多様性jという、日本文化の成り立
ちとその特色を論ずる本を書きながら、私はそこには書けなかった別の心配事が気になって仕
方なかった。それは日本の民族学の最近の動向にもかかわる問題である。日本の学界を知悉す
るJ.クライナーが[日本民族学の現在j(1996年)の中で r(最近の)日本の民族学の対象がエ
トノス=民族であるといっ点から遠く離れ、むしろより一般的・普通的な概念である文化が対
象となってきているJと指摘したように、民族学から文化人類学へ、最近の学界の研究動向は
確かに大きくシフトしてきている。それに伴い個別の民族文化の形成と変遷の比較研究を行う
歴史民族学的研究への関心がすっかり衰え、岡正雄以来の伝統ある臼本民族文化の起源、やその
特色の比較研究を志す若い研究者も、最近では民族学(文化人類学)界には、ほとんどみられ
なくなったようである O この点について「第三期の研究(大林-江守・坪井・佐々木らに代表
される戦後第一世代の研究を指す)を受け継ぐ、より若い世代の民族学者による日本民族形成
論の研究が低調なことが、今日の難題になっているJ(前掲 f日本民族学の現在J)という大林
太良の指摘は非常に深刻である。
比較民俗学と民族学とは、学問の対象や方法において必ずしも同じではない。しかし、一国
民絡学を前提として世界民俗学を構築するという方向ではなく、比較民俗学が日本の民俗文化
の特色を、主としてアジアの諸民族文化との比較の中から見直していくという立場に立つなら
ば、比較民俗学と民族学との距離は非常に近くなる O
「古いjといわれるかもしれないが、私は個別の民族文化に強くこだわり、なかでも日本の
民族文化の形成とその特色の分析にこだ、わりつづけてきた。その結果、既述のように日本の民
族文化は多元的な起源、をもち、それ故に多様な特色をもつことを主張しつづけてきたのである。
その結論は、アジアの諸民族文化の比較研究の中から導かれたものであり、そのような点から、
私は民俗文化の比較研究に焦点を当てる比較民俗学にある種の親近感をもちながら、その展開
に関心を寄せてきた。
今後、比較民俗研究会が、従来やや手薄であった北からの文化にも関心をもちつつ、その研
究の実績を積み上げられ、そのことによって民族学との研究交流がより一層盛んになることを、
八十路を越えた老民族学者は大きな期待をもって見守りたいと思っている。
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